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要旨 
 
 

本稿では、製造業と非製造業(主に商業・事業所サービス業)について、産業全体をほぼカバ

ーする企業レベルのデータを利用して、2000 年以降に日本経済の全要素生産性上昇率は回

復したこととその回復には非製造業の寄与が大きかったことを確認した。さらに、全要素

生産性上昇率を、内部効果、再配分効果、参入・退出効果、等に分解することにより、1990
年代に日本の生産性上昇が回復した原因を探った。分析の結果、製造業・非製造業いずれ

においても、生産性上昇の源泉の中心は内部効果（事業所・企業内の生産性向上）である

ことが分かった。内部効果がなぜ上昇したかについて明確に答えるために企業の全要素生

産性上昇率を研究開発投資、人的資本、所有関係、輸出といった企業特性変数に回帰した。

回帰分析から、2000 年以降の日本経済の生産性上昇の原因が輸出の増加、市場競争圧力の

上昇、企業間ネットワーク活用にあることを確かめた。 
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